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も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
入
場
券
を
お
持

ち
の
う
え
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
日
前
投
票
に
お
け
る
「
宣
誓

書（
兼
）請
求
書
」
の
様
式
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.kita

ka
ta
.fukushim

a
.

jp/shim
in/g
yosei/1

4
9
0
2
/1
4
9
8
7
/ind
ex
.

htm
lお

産
や
病
気
、
そ
の
他
の
理
由
で
不
在

者
投
票
の
指
定
さ
れ
た
病
院
や
施
設
に
入

院
、
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院

ま
た
は
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
場
合
、
本
人

が
そ
の
病
院
な
ど
の
長
に
申
し
出
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
場
所
で
投
票
が
で
き
ま
す

が
、
指
定
病
院
ま
た
は
指
定
施
設
か
ど
う

か
は
病
院
な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
市
内
の
指
定
病
院
な
ど（
５０
音
順
）》

飯
塚
病
院
、
入
澤
病
院
、
エ
ル
ム
ホ
ー

ム
、
小
野
病
院
、
北
原
荘
、
ケ
ア
ホ
ー
ム

や
ま
と
、
佐
原
病
院
、
し
の
の
め
荘
、
し

ょ
う
ぶ
苑
、
鮮
雲
荘
、
天
心
ケ
ア
ハ
イ
ツ
、

鳴
瀬
病
院
、
パ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
小
野
、

２
つ
の
投
票
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

「
候
補
者
の
氏
名
」
を
書
い
て
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

「
名
簿
登
載
者
の
氏
名
」
ま
た
は
「
名

簿
届
出
政
党
等
の
名
称
」
を
書
い
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
さ
れ
た
入
場
券
を
お
持
ち
の
う
え
、

指
定
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。平

成
５
年
７
月
２２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
ま
た
は
平
成
２５
年
４
月
３
日
ま
で
に
転

入
届
出
を
さ
れ
た
方
で
、
い
ず
れ
も
引
き

続
き
３
か
月
以
上
喜
多
方
市
に
住
ん
で
い

る
方
で
す
。

投
票
日
に
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
や
旅
行
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
た
め
に
投
票
で
き
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
は
、
次
の
ど
の
投
票
所
で

投
票
方
法

期
日
前
投
票

選
挙
資
格
の
あ
る
方

選
挙
区
選
挙

比
例
代
表
選
挙

 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

私
た
ち
の
声
を
国
政
に
届
け
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投 票 日   7月21日（日）
投票所により投票時刻が異なりますのでご注意ください。投票時間　

◆午前7時～午後4時　加納第1投票所、加納第2投票所、山都第5投票所、
　　　　　　　　　　山都第10投票所、山都第11投票所
◆午前7時～午後5時　関柴第2投票所、熱塩加納地区および山
　　　　　　　　　　都地区における上記以外の投票所、塩川
　　　　　　　　　　地区および高郷地区における全投票所
◆午前7時～午後6時　関柴第2投票所を除く喜多方地区の投票所所

期間 7月5日（金）～7月20日（土）

場所
時間

喜多方プラザ第三練習室
（プラザ北側駐車場西）
※「喜多方市役所Ｃ棟会議室」から変更に
なっていますのでご注意ください。

午前8時30分
～午後8時

喜多方市熱塩加納会館事務室

午前8時30分
～午後7時

塩川総合支所第2小会議室

山都総合支所小会議室

高郷総合支所メモリアルルーム

  

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
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そ
の
寮
、
下
宿
な
ど
の
所
在
地
に
住
所
が

あ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
公
職
選
挙
法
に
お
け

る
住
所
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、
投
票
が
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
も
、
２０
歳
に
は
な
っ
た
も
の

の
、
実
態
調
査
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
方
ま
た
は
こ
れ
か
ら
２０

歳
に
な
る
方
で
、
ま
だ
う
っ
か
り
現
住
所

地
に
住
所
を
異
動
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
以
上
の
よ
う
な
不
都
合
が
生
じ
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
現
在
居
住
さ
れ
て
い
る

市
区
町
村
な
ど
で
住
民
登
録
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
２５
年
７
月
以
降
に
公
示
・
告
示
さ

れ
る
選
挙
か
ら
、
成
年
被
後
見
人
の
方
は
、

選
挙
権
・
被
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
実
施
さ
れ
る
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
で
は
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

喜
多
方
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
２４
）５
２
５
８

成
年
被
後
見
人
の
方
の

選
挙
権
の
回
復

有
隣
病
院

※
本
市
で
行
う
不
在
者
投
票
の
場
所
は
本

庁
舎
Ｃ
棟
会
議
室
で
す
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
の
取
り
扱
い
時
間

は
、
各
期
日
前
投
票
の
時
間
と
同
じ
で
す
。

身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
ま
た
は
要
介

護
者
の
方
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票（
在

宅
投
票
）が
で
き
ま
す
。
該
当
す
る
方
で

新
規
に
申
請
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
添
付
の
う
え
、

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
一
定
の
要
件
と
は
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
現

に
受
け
て
い
る
方
で
、
障
害
の
部
位
や
程

度
に
よ
り
異
な
り
、
ま
た
、
要
介
護
者
の

う
ち
、
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分

が
「
要
介
護
５
で
あ
る
者
」
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
方
な
ど
で
す
。

ま
た
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で

き
る
方
で
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
代
理
記

載
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
手
続
き

▼
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
対
し
、

文
書
で
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付

申
請
を
す
る（
申
請
書
は
必
ず
選
挙
人
本

人
が
書
き
、
手
帳
な
ど
を
添
付
す
る
こ

と
）。

▼
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
は
、
該
当

す
る
と
認
め
た
場
合
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
を
交
付
す
る
。

▼
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
対
し
、

投
票
用
紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
の
交
付
申

請
を
す
る（
選
挙
の
期
日
前
４
日
ま
で
）。

▼
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
は
、
該
当

す
る
と
認
め
た
場
合
、
郵
便
に
よ
り
投
票

用
紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
を
交
付
す
る
。

▼
選
挙
人
は
、
そ
の
現
在
す
る
場
所
に
お

い
て
投
票
用
紙
に
自
ら（
代
理
記
載
の
場

合
は
代
理
記
載
人
）が
記
載
し
、
封
筒
に

入
れ
て
封
を
し
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
あ
て
に
郵
便
で
送
付
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
新
し
く
選
挙

権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
方
に
つ
い
て
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る
た
め
の
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
「
学

生
な
ど
で
喜
多
方
市
に
住
民
登
録
を
し
た

ま
ま
、
他
の
市
町
村
で
下
宿
な
ど
の
日
常

生
活
を
し
て
い
る
場
合
、
選
挙
権
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
の
お
尋
ね
が
多

く
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
選
挙
権
の
有
無
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、「
当
該
市
町

村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
年
齢
満
２０

歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、
そ
の
者
に
係
る

登
録
市
町
村
等
の
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た

日
か
ら
引
き
続
き
３
箇
月
以
上
登
録
市
町

村
等
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
者
に
つ
い
て
行
う
」
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

「
住
所
」
と
は･･･

民
法
第
２１
条
で
「
各

人
の
生
活
の
本
拠
地
を
も
っ
て
そ
の
住
所

と
す
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
省
通
達（
昭
和
４６
年
）で
は

「
修
学
の
た
め
郷
里
を
離
れ
て
居
住
す
る

学
生
、
生
徒
に
つ
い
て
は
、
そ
の
居
住
す

る
寮
、
下
宿
な
ど
の
実
家
か
ら
の
距
離
が

近
く
、
実
家
等
に
配
偶
者
が
あ
り
、
か
つ

管
理
す
べ
き
財
産
を
持
ち
、
し
た
が
っ
て

休
暇
以
外
に
も
し
ば
し
ば
帰
宅
す
る
必
要

が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
事
実
も
あ
る
等
の

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
、

問

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

大
学
生
な
ど
の
選
挙
権
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基
本
計
画
が
で
き
る
ま
で

「
第
２
次
喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
推

進
基
本
計
画
」
は
、
市
民
の
代
表
１８
名
で

構
成
さ
れ
る
「
喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
」
が
中
心
と
な
り
、
市
民
を
対
象

に
実
施
し
た
意
識
調
査
や
事
業
所
ア
ン
ケ

ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
を
も
と

に
議
論
を
重
ね
て
完
成
し
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
、
こ
の
計
画
と
実
施
計
画

に
基
づ
い
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
、取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
策
定
の
趣
旨
と
構
成

こ
の
基
本
計
画
は
、
前
基
本
計
画
で
あ

「
第
２
次
喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
」を
策
定

市
で
は
、
男
女
が
互
い
を
認
め
つ
つ
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
画
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
に
基
づ
き
、
新
た
に
「
第
2
次
喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
」
と
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

○多様な働き方を実現するためのしくみづくり
就業を支える制度の普及や労働環境づくりを促進し、男女が

それぞれの能力を活かし、ライフスタイルに応じた多様な働

き方や就業の選択ができる社会の実現を目指します。

★多様な働き方を支援する制度の普及
★労働環境の整備促進

○すべての人が安心して暮らせる社会の実現
性別や年齢、障がいの有無などに関わらず、自らの意思であらゆ

る場面に参画でき、自立した生活を送ることができるよう環境を

整備し、すべての人が安心して暮らせる社会の実現を目指します。

★「高齢者の生涯現役」の支援
★障がい者のある人の社会参画の促進

○地域における男女共同参画の推進
より良い地域づくりのために、様々な地域活動な

どへの男女共同参画を推進し、地域住民が互いに

関わり、協力し合う関係の構築を目指します。

★地域活動への支援と参加促進

○生涯にわたっての健康な心とからだづくりの支援
健康は一人ひとりが社会の構成員として役割を担い社会参

画するための基盤となるものです。男女が、それぞれの身

体的特徴について理解を深めるとともに、健康づくりを支

援し、生涯にわたる心身の健康の維持と増進を目指します。

★健康な心とからだづくりの支援
★母子保健事業の推進

の実現に向けて
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る
「
喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

（
き
た
か
た
男
女
共
生
プ
ラ
ン
）」
が
終
期

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
、
取
組
を
よ
り
推
進
す

る
た
め
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に

あ
る
６
つ
の
理
念
※
に
基
づ
い
た
８
つ
の

施
策
の
指
針
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
６
つ
の
理
念

①
個
人
の
人
権
の
尊
重

②
多
様
な
生
き
方
の
選
択

③
方
針
決
定
過
程
へ
の
共
同
参
画

④
家
庭
生
活
と
他
の
社
会
生
活
の
両
立

⑤
生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康

⑥
国
際
的
理
解
と
協
調

○
計
画
の
期
間

平
成
２５
年
度
か
ら
平
成
２８
年
度
ま
で
の

４
か
年

社
会
経
済
環
境
の
変
化
な
ど
に
応
じ
て

必
要
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

「
第
２
次
喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
推
進

基
本
計
画
〈
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
〉」
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
企
画
政
策
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
計
画
の
内
容

は
、
企
画
政
策
課
及
び
各
総
合
支
所
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

問問

○人権尊重と男女平等の意識向上
人権尊重と男女平等について意識向上を図ることにより、性別によ

る差別を受けず、男女問わず一人ひとりの個性が尊重され能力を十

分に発揮できる社会を目指します。

★人権尊重・男女の固定的な役割分担意識の解消のための啓発活動
★男女間の暴力の防止

○男女の職業意識・能力の向上の支援
再就職や起業、またはキャリアアップを目指す男女のチ

ャレンジを支援する施策の充実を図り、働きたい人が性

別に関わりなくその能力を発揮できる社会を目指します。

★職業意識・能力向上の取組の支援
★再就職の支援

○意思決定過程への男女共同参画の促進
意思決定過程への男女共同参画を促進することにより、社会のあらゆ

る分野における方針の立案や決定の場面で、男女が責任を持った主体

として活躍できる社会を目指します。

★行政の審議会などにおける女性委員の参画促進
★事業所などや地域活動における意思決定過程への男女共同参画の促進

○家庭と仕事の両立の支援
男女がともに家庭と仕事を両立できるよう、子育てや介護などに対す

る社会的支援のより一層の充実を進め、男女が互いに家族としての責

任を担い協力し合うことができる社会を目指します。

★家事・育児・介護について協力し合う家庭づくりの支援、
★子育て・介護を支援する制度の充実

男女共同参画社会
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平
成
２７
年
４
〜
６
月
に
国
内
最
大
級
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
福
島
県
全
域
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

『
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
で
は
、「
復
興
」・「
花
」・「
食
」・

「
温
泉
」・「
技
」・「
日
本
一
の
お
も
て
な
し
」

な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

６
社
と
福
島
県
が
協
力
し
て
全
国
か
ら
福

島
県
へ
大
勢
の
お
客
様
に
き
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
を
お
こ
な
い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
喜
多
方
市
へ

も
大
勢
の
お
客
様
の
来
訪
が
期
待
さ
れ
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
絶
好
の
機
会

で
あ
り
、
ま
た
、
将
来
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
大
き
な
契
機
に
な
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
平
成
２７
年
の
開
催
に
向
け

た
誘
客
体
制
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
「
お
も
て

な
し
」
の
心
で
お
迎
え
し
て
く
だ
さ
い
。

『
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
と
は
？

平
成
２７
年
４
月
か
ら
６
月
の
期
間
中
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
と
福
島
県
が
協
力
し

て
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
全
国
か
ら
ふ
く

し
ま
へ
来
て
も
ら
う
と
い
う
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
列
車
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
観
光

ツ
ア
ー
な
ど
で
福
島
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。

さ
ら
に
平
成
２６
年
の
同
時
期
に
は
プ

レ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
、
１
年
前
か
ら
全
国
に
「
ふ
く

し
ま
」
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◆
開
催
時
期

平
成
２７
年
４
月
１
日（
水
）

〜
６
月
３０
日（
火
）

観
光
交
流
課

着
地
型
観
光
推
進
室

☎（
２４
）５
２
４
９

問問

平
成
27
年
４
月
〜
６
月

『
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

開
催
決
定

　福島県では、『ふくしまデスティネーションキャンペーン』に全国からたくさんの方に来てもら
うための「キャッチコピー」を県民の皆さんから募集しています。

◆応募内容　21文字以内の「キャッチコピー」、住所・氏名・年齢・電話番号
◆応募方法

○指定の応募用はがき、または官製はがきで応募する。
　宛先…〒960-8790福島中央郵便局私書箱7号「福島県観光復興キャンペーン委員会事務局」
○Eメールで応募する…info@fukushimadc-exco.jpjpまでお送りください。
　指定の応募用はがきは、観光交流課または各総合支所住民課窓口にあります（数に限りがあります）。
◆応募締め切り　7月15日（月）
 観光交流課 着地型観光推進室☎（24）5249

花、自然、歴史、名所、食、ひと…たくさんの魅力があるふくしま。

わたしたち自身がまずこのふくしまの応援団となり、県民によってふくしまを全国に発信す

ることが、キャンペーンが全国に広がるきっかけになるはず。

たくさんのご応募をお待ちしています。

あなたの言葉で春満開のふくしまにみんなを呼ぼう

『ふくしまデスティネーションキャンペーン』キャッチコピーの募集について

問 問

▲今回のコンセプトのひとつ「花」▲▲

▲平成17年から始まった喜多方レトロ横丁
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　市が債権者の口座に支払をした場合、通帳には『キ

タカタシカイケイカンリシャ』と印字していました

が、さらにより具体的な表記とするため平成25年7月

からは支払元の所属課名（略称カタカナ、下記の「担

当課（所属）・通帳文字対照表」参照）を印字します。

　なお、所属課名が印字されることにともない、口

座振込通知書（ハガキ）でのお知らせを廃止しますの

で、今後はあらかじめ届出された通帳などの記帳に

より支払内容の確認をお願いします。

●振込内容でご不明なことがあった場合

　会計課会計係☎(24）5251または記帳された担

当課（所属）にお問い合わせください

会計課からのお知らせ
平成25年７月から

口座振り込みの際の
通帳記帳文字が変更されます

担当課（所属）　名 通　帳　記　帳　文　字 担当課（所属）　名 通　帳　記　帳　文　字
企画政策課 キタカタシ　キカク 堂島地区公民館 キタカタシ　ドウジマ（コ
情報政策課 キタカタシ　ジョウホウ 姥堂地区公民館 キタカタシ　ウバドウ（コ
総務課 キタカタシ　ソウム 駒形地区公民館 キタカタシ　コマガタ（コ
財政課 キタカタシ　ザイセイ 山都公民館 キタカタシ　ヤマト（コ
税務課 キタカタシ　ゼイム 高郷公民館 キタカタシ　タカサト（コ
生活環境課 キタカタシ　セイカツ 第一保育所 キタカタシ　ダイイチ（ホ
市民課 キタカタシ　シミン 第二保育所 キタカタシ　ダイニ（ホ
社会福祉課 キタカタシ　シャカイ 第四保育所 キタカタシ　ダイヨン（ホ
高齢福祉課 キタカタシ　コウレイ 塩川保育所 キタカタシ　シオカワ（ホ
保健課 キタカタシ　ホケン 駒形保育所 キタカタシ　コマガタ（ホ
農林課 キタカタシ　ノウリン 堂島保育所 キタカタシ　ドウジマ（ホ
商工課 キタカタシ　ショウコウ 姥堂保育所 キタカタシ　ウバドウ（ホ
観光交流課 キタカタシ　カンコウ 山都保育所 キタカタシ　ヤマト（ホ
建設課 キタカタシ　ケンセツ 荻野保育所 キタカタシ　オギノ（ホ
まちづくり課 キタカタシ　マチヅクリ 西羽賀保育所 キタカタシ　ニシハガ（ホ
下水道課 キタカタシ　ゲスイドウ 中央児童館 キタカタシ　チュウオウジド
会計課 キタカタシ　カイケイ 第一幼稚園 キタカタシ　ダイイチ（ヨ
議会事務局 キタカタシ　ギカイジム 第二幼稚園 キタカタシ　ダイニ（ヨ
農業委員会事務局 キタカタシ　ノウギョウイイン 松山幼稚園 キタカタシ　マツヤマ（ヨ
監査委員事務局 キタカタシ　カンサ 上三宮幼稚園 キタカタシ　カミサンミヤ（ヨ
選挙管理委員会事務局 キタカタシ　センキョカンリ 岩月幼稚園 キタカタシ　イワツキ（ヨ
水道課 キタカタシ　スイドウ 関柴幼稚園 キタカタシ　セキシバ（ヨ
教育総務課 キタカタシ　キョウイクソウム 熊倉幼稚園 キタカタシ　クマグラ（ヨ
学校教育課 キタカタシ　ガッコウキョウ 慶徳幼稚園 キタカタシ　ケイトク（ヨ
生涯学習課 キタカタシ　ショウガイガク 豊川幼稚園 キタカタシ　トヨカワ（ヨ
文化課 キタカタシ　ブンカ すぎっこ幼稚園 キタカタシ　スギッコ（ヨ
熱塩加納総合支所住民課 キタカタシ　アツ　ジュウミン 第一小学校 キタカタシ　ダイイチ（ショ
熱塩加納総合支所産業課 キタカタシ　アツ　サンギョウ 第二小学校 キタカタシ　ダイニ（ショ
熱塩加納総合支所建設課 キタカタシ　アツ　ケンセツ 第三小学校 キタカタシ　ダイサン（ショ
熱塩加納　教育課 キタカタシ　アツ　キョウイク 松山小学校 キタカタシ　マツヤマ（ショ
塩川総合支所住民課 キタカタシ　シオ　ジュウミン 上三宮小学校 キタカタシ　カミサンミヤ（ショ
塩川総合支所産業課 キタカタシ　シオ　サンギョウ 関柴小学校 キタカタシ　セキシバ（ショ
塩川総合支所建設課 キタカタシ　シオ　ケンセツ 熊倉小学校 キタカタシ　クマグラ（ショ
塩川　教育課 キタカタシ　シオ　キョウイク 慶徳小学校 キタカタシ　ケイトク（ショ
山都総合支所住民課 キタカタシ　ヤマ　ジュウミン 豊川小学校 キタカタシ　トヨカワ（ショ
山都総合支所産業課 キタカタシ　ヤマ　サンギョウ 熱塩小学校 キタカタシ　アツシオ（ショ
山都総合支所建設課 キタカタシ　ヤマ　ケンセツ 加納小学校 キタカタシ　カノウ（ショ
山都　教育課 キタカタシ　ヤマ　キョウイク 塩川小学校 キタカタシ　シオカワ（ショ
高郷総合支所住民課 キタカタシ　タカ　ジュウミン 堂島小学校 キタカタシ　ドウジマ（ショ
高郷総合支所産業課 キタカタシ　タカ　サンギョウ 姥堂小学校 キタカタシ　ウバドウ（ショ
高郷総合支所建設課 キタカタシ　タカ　ケンセツ 駒形小学校 キタカタシ　コマガタ（ショ
高郷　教育課 キタカタシ　タカ　キョウイク 山都小学校 キタカタシ　ヤマト（ショ
高郷荻野出張所 キタカタシ　タカ　オギノ 高郷小学校 キタカタシ　タカサト（ショ
中央公民館 キタカタシ　チュウオウ（コ 第一中学校 キタカタシ　ダイイチ（チュ
松山公民館 キタカタシ　マツヤマ（コ 第二中学校 キタカタシ　ダイニ（チュ
上三宮公民館 キタカタシ　カミサンミヤ（コ 第三中学校 キタカタシ　ダイサン（チュ
岩月公民館 キタカタシ　イワツキ（コ 会北中学校 キタカタシ　カイホク（チュ
関柴公民館 キタカタシ　セキシバ（コ 塩川中学校 キタカタシ　シオカワ（チュ
熊倉公民館 キタカタシ　クマグラ（コ 山都中学校 キタカタシ　ヤマト（チュ
慶徳公民館 キタカタシ　ケイトク（コ 高郷中学校 キタカタシ　タカサト（チュ
豊川公民館 キタカタシ　トヨカワ（コ 喜多方学校給食共同調理場 キタカタシ　キュウショク
熱塩加納公民館 キタカタシ　アツシオ（コ

問 会計課 会計係☎（24）5251塩川公民館 キタカタシ　シオカワ（コ

担当課（所属）・通帳文字対照表

問問
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平成25年度の喜多方市国民健康保険税の税率については、国民健康保険運営協議会からの答申結果を
踏まえ、平成25年6月市議会に国民健康保険税の改定に係る関係条例案を提出し可決されましたので、
その概要や改定点をお知らせします。

1．喜多方市国民健康保険の概要

国民健康保険（国保）は、病気やケガをした時にその医療費の一部（1割～3割）の負担で安心して医療が
受けられるように、加入者が国民健康保険税を出し合い、お互いに助け合う制度です。
国民健康保険制度は、特別会計を設置し、加入者に納めていただく国民健康保険税と、国・県・市の
公費により運営しており、国民健康保険税の収入は重要な財源となっております。しかし、医療技術の
高度化などに伴い療養給付費は増加し、さらに加入者の減少による税収の落ち込みを要因として、厳し
い状況が続いており、こうした状況の中で制度を維持していくことが大きな課題となっています。
本市ではできる限り加入者の負担を抑えるため、国県補助金等の積極的な活用や国民健康保険税の徴
収努力、一般家庭での貯金にあたる基金の取り崩しや、繰越金の活用により運営してまいりました。し
かし、その基金も平成23年度末には残高が約9600万円となり、平成24年度は、約9000円を取り崩しても
なお財源不足が大きかったため、激変緩和のため3年間の経過措置を設け、一般会計から法定外繰入を
行い、税率の引き上げ改定を行いました。
措置2年目となる平成25年度は、基金の残高が約700万円とほぼ底をついている状況であること、さら
に今後の医療費の伸び等を勘案し、平成26年度までに不足する税額を3億700万円と見込み、2年間で補
てんすることとしました。平成25年度においては、不足額の半分である1億5350万円について、2分の1
を税率改定により賄い、残りの2分の1を一般会計からの法定外繰入で補てんし、平成24年度の引き上げ
幅よりも抑制する税率改定を行うこととしました。
今後も、これまで以上に総合的な保健事業をとおして、医療費の適正化に努めてまいりますのでご理
解のほどよろしくお願いします。

税務課 市民税係☎（24）5217

医療費を大切に使いましょう！
医療費の一部は、加入者が納める国民健康保険税でまかなわれています。
このまま、医療費が増加すると、それに見合う国民健康保険税が必要となり、加入者の皆さまの負担増に
つながります。
ご自身の健康のために、日頃より食生活に注意し、適度な運動を行うことで生活習慣病の予防に努め、ま
た各種検診の受診や健康づくりに心掛けることが、医療費の節約につながります。
加入者の皆さんの医療費適正化への取り組みにご協力をお願いします。

　年間1人あたり医療費は、平成21年度に比べ
平成24年度は約3万円（約10%）増加しています。
主な要因として、医療技術の高度化や急速な
高齢化の進展などがあげられます。

　加入者数は減少しているのにもかかわらず、
療養給付費は増加し続けており、厳しい状況
が続いています。療養給付費の増加は加入者
の国民健康保険税の負担増につながります。

国民健康保険税の税率が改定されます

問 問



　広報きたかた　2013.7◯　◯◯

　２．国民健康保険税率の変更点

　平成25年度より次のとおり国民健康保険税率を改定い
たします。なお、国民健康保険税の上限額である賦課限
度額については変更ありません。

　４．国民健康保険税の計算方法

　国民健康保険税の計算方法は、「医療給付費分」、「後期高齢者支援金分」及び「介護納付金分」を加
入者ごとに計算し、それぞれを合算した額が世帯あたりの年額となります。

軽減割合 軽減の基準となる前年中の世帯の総所得金額

７割軽減 33万円以下の世帯

５割軽減 33万円＋(24万５千円×世帯主を除く加入者数)以下の世帯

２割軽減 33万円＋(35万円×加入者数)以下の世帯

※40歳～64歳までの加入者を含む世帯は、①＋②＋③の合計額が世帯の年税額になります。
※40歳～64歳までの加入者がいない世帯は、①＋②の合計額が世帯の年税額になります。

　・所得割額の課税標準額 ＝  前年中の総所得金額  － 基礎控除（33万円）  …　ア

　・資産割額の課税標準額 ＝  その年度の固定資産税額 （土地・家屋分）　 …　イ

　３．国民健康保険税の計算例

(ケース１)　年齢63歳で単身世帯（年金
収入100万円、固定資産税なし）

7割軽減 改定後 改定前 増減

医療分 12,100円 11,600円 500円

支援分 3,200円 3,000円 200円

介護分 3,600円 3,400円 200円

計
(年税額) 18,900円 18,000円 900円

(ケース２)　40代の夫婦と子ども2人の4
人世帯（給与収入300万円〈所得192万
円〉、固定資産税10万円）

軽減なし 改定後 改定前 増減

医療分 238,200円 227,300円 10,900円

支援分 63,100円 56,800円 6,300円

介護分 48,100円 44,600円 3,500円

計
(年税額) 349,400円 328,700円 20,700円

前年中の総所得金額 

その年度の固定資産税額 （土地・家屋分）　

ア

イ

平等割 均等割 所得割 資産割 年間保険税

医療給付費分 1世帯あたり
20,300円 ＋ 加入者数

×20,200円 ＋ ㋐
×7.67％ ＋ ㋑

×15.2％ ＝ ①

後 期 高 齢 者
支 援 金 分

1世帯あたり
5,500円 ＋ 加入者数

×5,400円 ＋ ㋐
×2.03％ ＋ ㋑

×3.8％ ＝ ②

介護納付金分 1世帯あたり
6,200円 ＋ 加入者数

×5,800円 ＋ ㋐
×1.66％ ＋ ㋑

×4.0％ ＝ ③

区　　　分 平成25年度
（新税率） 平成24年度 増　減

医療給
付費分

（0歳～ 　 
74歳まで）

所得割 7.67％ 7.28% 0.39％
資産割 15.20％ 15.20% -
均等割 20,200円 19,200円 1,000円
平等割 20,300円 19,600円 700円
限度額 51万円 51万円 ‐

後期高
齢者支
援金分

（0歳 ～ 　
74歳まで）

所得割 2.03％ 1.76% 0.27％
資産割 3.80％ 3.80% -
均等割 5,400円 5,000円 400円
平等割 5,500円 5,100円 400円
限度額 14万円 14万円 ‐

介護納
付金分

（40歳～ 
64歳まで）

所得割 1.66％ 1.49% 0.17％
資産割 4.00％ 4.00% -
均等割 5,800円 5,500円 300円
平等割 6,200円 6,000円 200円
限度額 12万円 12万円 ‐

　５．所得が少ない世帯への軽減制度（均等割・平等割）

　下記の表に該当する所得が少ない世帯に対して、均等割・平等割を７割・５割・２割軽減する制度です。
軽減の判定は、賦課期日（４月１日）における世帯内の加入者数及び所得により判定します。なお、税額
を通知する際は、あらかじめ軽減した金額でお知らせしますので、申請の必要はありません。
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献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す

◆
日
時

７
月
１１
日（
木
）

◆
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０

分
ま
で

◆
場
所

喜
多
方
市
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
献
血
種
別

○
４
０
０
㍉
リ
ッ
ト
ル

○
２
０
０
㍉
リ
ッ
ト
ル

※
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

愛
の
助
け
合
い
運
動
月
間
で
す

輸
血
用
血
液
は
年
間
を
通
し
て
安
定
的

に
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
近
年
は

特
に
若
者
の
献
血
離
れ
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
進

ん
で
い
く
中
、
献
血
を
支
え
て
い
く
た
め

に
必
要
な
献
血
量
が
足
り
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
若
年
層
の
協
力
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
各
年
代
層
で
必
要
な
献
血
量

を
支
え
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

献
血
後
の
血
液
の
行
き
先

血
液
は
栄
養
や
酸
素
の
運
搬
、
免
疫
な

ど
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可

欠
で
す
。
現
在
、
血
液
の
機
能
を
完
全
に

代
替
で
き
る
手
段
が
な
い
た
め
、
医
療
に

お
い
て
輸
血
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

治
療
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

献
血
後
の
血
液
は
、
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
で
、
検
査
・
製
剤
が
行
わ
れ
、
冷
蔵
・

冷
凍
保
管
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
医
療
機

関（
患
者
さ
ん
）へ
供
給
し
ま
す
。

採　血　基　準
献 血 の 種 類 と 基 準

1回の献血量 200ml 400ml

年齢 16～69歳※ 男性　17～69歳※
女性　18～69歳※

体重 男性　45㎏以上
女性　40㎏以上 男女とも50㎏以上

※65歳以上の献血については、献血される方の健康を考え、
　60～64歳の間に献血経験がある方に限ります。

４
０
０
㍉
リ
ッ
ト
ル
献
血
に
ご
協
力
を

血
液
は
同
じ
血
液
型
で
あ
っ
て
も
、
一

人
ひ
と
り
微
妙
に
異
な
る
た
め
、
多
人
数

の
献
血
者
か
ら
の
血
液
を
あ
わ
せ
て
患
者

さ
ん
に
輸
血
す
る
ほ
ど
、
副
作
用（
発
熱
・

じ
ん
ま
し
ん
な
ど
）を
起
こ
す
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
他
人
数
の
献
血
者（
２
０
０

㍉
リ
ッ
ト
ル
献
血
）か
ら
の
輸
血
を
受
け
る

よ
り
、
少
人
数
の
献
血
者（
４
０
０
㍉
リ
ッ

ト
ル
献
血
）か
ら
の
輸
血
の
ほ
う
が
、
副
作

用
な
ど
が
起
き
る
確
率
が
軽
減
さ
れ
安
全

性
が
向
上
し
ま
す
。
医
療
機
関
に
お
い
て

も
、
９０
㌫
以
上
が
４
０
０
㍉
リ
ッ
ト
ル
献

血
の
血
液
製
剤
を
求
め
て
い
ま
す
。
輸
血

を
受
け
る
患
者
さ
ん
を
思
い
や
る
４
０
０

㍉
リ
ッ
ト
ル
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

皆
様
の
愛
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

病
気
や
け
が
の
治
療
に
、
輸
血
を
必
要

と
し
て
い
る
患
者
様
が
数
多
い
ま
す
す
。

皆
さ
ん
の
ほ
ん
の
少
し
勇
気
と
思
い
や

り
が
あ
れ
ば
、
わ
ず
か
３０
分
で
救
え
る
命

が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
お
ね
が

い
し
ま
す
。

保
健
課
健
康
班
☎（
２４
）５
２
２
３

問問

愛の血液愛の血液
助け合い運動月間助け合い運動月間
皆さんの愛をお待ちしてしし おります今年も献血キャンペーンを開催します

皆さんからの献血が、

今日の医療を支えてい

ます。

よろしくお願いします。
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◆
主
催

福
島
県

◆
今
回
対
象
と
な
る
方

県
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
う
ち

①
平
成
２５
年
４
月
１
日
時
点
で
４
歳
以
上

１８
歳
以
下
の
方

※
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
中
学
校
、

高
校
で
も
、
こ
の
検
査
と
は
別
に
実
施
す

る
予
定
で
す
。

②
平
成
２３
年
３
月
１１
日
以
降
妊
婦
だ
っ
た

方
、
現
在
妊
娠
中
の
方

◆
第
１
回
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

７
月
２８
日（
日
）〜
８
月
１
日（
木
）

実
施
時
間
…
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
１
時
間
の
昼
休
憩
が
あ
り
ま
す
）

◆
場
所

市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
今
後
各
総
合
支
所
な
ど
で
も
実
施
す
る

予
定
で
す
。

◆
定
員

一
日
７０
人
程
度

◆
申
込
方
法

①
ま
ず
保
健
課
健
康
班
へ
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

②
実
施
日
の
１０
日
前
ま
で
に
申
込
書（
同
意

書
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
予
約
確
定
と
な
り
ま
す
）。

※
対
象
者
の
う
ち
妊
婦
の
方
は
、
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
費
用

無
料

保
健
課
健
康
班

☎（
２４
）５
２
２
３

 

「
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
」
に
よ
る

「
内
部
被
ば
く
検
査
」
実
施
の
お
知
ら
せ

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

７
月
に
入
り
、
本
格
的
な
夏
の
暑
さ

が
訪
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
小
学
生
や

就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は
、

脱
水
を
心
配
し
て
、
子
供
が
十
分
に
水

分
補
給
す
る
よ
う
気
を
付
け
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
ス
ポ
ー

ツ
飲
料
や
、
炭
酸
飲
料
、
清
涼
飲
料
な

ど
の
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
で
す
。
小
児
科
医

や
栄
養
の
専
門
家
は
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
や

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
を
子
ど
も
に
日
常
的
に

飲
ま
せ
な
い
よ
う
に
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
い
く
つ
か

理
由
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
多
量
の
糖

分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
飲
料
に
は
５
０
０
㍉
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
、
約
１
０
０
㌔
カ
ロ
リ
ー
、
甘
い
ソ
フ

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の
甘
い
罠

喜多方市 地域・家庭医療センター

「ほっと☆きらり」

センター長　武田　　仁

胃
が
ん
を
追
い
抜
く
勢
い
で
急
増
中

も
と
も
と
欧
米
人
に
多
か
っ
た
大
腸
が

ん
で
す
が
、
治
療
の
技
術
や
治
癒
成
績
が

向
上
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
亡

率
が
上
昇
し
て
い
る
の
は
、
大
腸
が
ん
に

か
か
る
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。大

腸
が
ん
の
予
防
法
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
食
生
活
の
見
直
し

脂
肪
の
多
い
欧
米
型
の
食
事
を
控
え
、

豆
類
を
中
心
に
、
食
物
繊
維
の
多
い
和
食

中
心
の
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
大
腸
が
ん
検
診
を
必
ず
受
け
る

自
覚
症
状
が
少
な
く
、
見
つ
け
に
く
い

が
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
積
極
的
に
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う

保
健
課
健
康
班
☎（
２４
）５
２
２
３

ト
ド
リ
ン
ク
に
は
２
０
０
㌔
カ
ロ
リ
ー
以

上
の
糖
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
５
０
０
㍉
リ
ッ
ト
ル
の
炭

酸
飲
料
を
飲
み
干
せ
ば
、
角
砂
糖
１６
個

分
、
ご
飯
大
盛
り
一
膳
分
の
カ
ロ
リ
ー
が
、

体
の
中
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
飲
料
は
そ
の
名
の
通
り
、
激
し
い
ス

ポ
ー
ツ
や
長
時
間
の
運
動
を
し
た
後
な
ど

に
、
カ
ロ
リ
ー
や
電
解
質
を
す
ば
や
く
補

充
す
る
の
に
適
し
た
飲
み
物
で
、
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
同
様
、
子
ど
も
が
日
常
的
に
飲

む
こ
と
は
勧
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
を
日
常
的
に
飲
む
子
ど
も
は
肥
満

や
糖
尿
病
に
な
り
や
す
く
、
虫
歯
も
多

い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
の
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

で
は
、
何
と
福
島
県
の
子
ど
も
に
は
日
本

一
肥
満
が
多
い
と
い
う
衝
撃
的
な
結
果
が

出
て
い
ま
す
（
５
〜
９
歳
、
１４
歳
、
１７
歳

で
全
国
一
の
肥
満
率
）。
子
ど
も
の
肥
満

は
将
来
の
肥
満
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
つ
な
が

る
た
め
、
福
島
県
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
肥
満
は
、
大
変
心
配
な
状
況
で

す
。
身
近
で
で
き
る
生
活
習
慣
の
改
善
の

一
歩
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
の
飲

み
物
と
し
て
、
甘
い
飲
み
物
の
代
わ
り
に
、

昔
な
が
ら
の
お
水
や
麦
茶
、
お
茶
を
見

直
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

大腸がんを予防しよう！
～市の「大腸がん検診」を活用ください～

健（検）診は、７月から始まります
集団と施設（市の指定した医療機関）でうける方法があります

問問

問問
申申
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福島県交通安全母の会連絡協議会表彰

5月14日、平成25年度福島県交通安全母の会連絡
協議会通常総会が福島市杉妻会館で行われ、その席
上において、優良市町村交通安全母の会として喜多
方地区上三宮町交通安全母の会、優良交通安全母の
会員として澤井久美子さん（喜多方地区緑町交母副
会長）、岩橋つい子さん（山都地区交母副会長）がそ
れぞれ受賞されました

 生活環境課 生活安全係☎（24）5221

 市政トピックス

「
集
落
環
境
診
断
」
を
実
施

着
工
か
ら
35
年

喜
多
方
市
と
飯
豊
町
を
結
ぶ
夢
の
架
け
橋
完
成

市
で
は
、
ク
マ
や
サ
ル
な
ど
の
有
害
鳥

獣
に
よ
る
人
的
被
害
や
農
作
物
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
「
集
落
環
境
診
断
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
有
害
鳥
獣
が
頻

繁
に
出
没
す
る
地
域（
行
政
区
）に
お
い
て
、

獣
害
対
策
指
導
を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
目
撃
場
所
や

被
害
な
ど
を
点
検
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
被

害
防
止
対
策
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

生
活
環
境
課
環
境
推
進
班

☎（
２４
）５
２
６
１

本
市
と
山
形
県
飯
豊
町
を
結
ぶ
林
道
飯

豊
檜
枝
岐
線
・
一
の
木
線
延
長
１３
・
８
㌔

が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
林
道
に
よ
り
、

本
市
と
飯
豊
町
間
を
行
き
来
す
る
時
間
が

大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
森
林

整
備
の
促
進
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン（
災
害
時
に

必
要
な
物
資
な
ど
の
運
搬
）の
確
保
な
ど
の

多
く
の
役
割
を
担
う
も
の
で
す
。

当
初
、
飯
豊
町
と
檜
枝
岐
村
を
結
ぶ
１

２
０
㌔
の
大
規
模
林
道
事
業
と
し
て
整
備

が
始
ま
っ
た
も
の
で
、
開
始
か
ら
３５
年
を

経
て
よ
う
や
く
山
形
県
と
福
島
県
が
通
行

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

開
通
の
前
に
、
６
月
８
日
に
は
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
県
境
の
飯
豊
ト
ン

ネ
ル
周
辺
を
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
に
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し

た（
今
月
号
の
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

開
通
の
６
月
１５
日
に
は
、
開
通
式
に
先

立
ち
本
市
と
飯
豊
町
の
災
害
時
相
互
応
援

協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
開
通
式
で
は

開
通
記
念
事
業
実
行
委
員
会
会
長
の
山
口

市
長
が
「
林
業
や
観
光
振
興
な
ど
両
県
に

大
き
な
効
果
を
期
待
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
福
島
、
山
形
両
県
知
事
な
ど
の

代
表
者
を
交
え
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す

玉
割
り
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

山
都
総
合
支
所
産
業
課

☎（
３８
）３
８
３
５

問問

●
ク
マ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
か
ら
の
被
害
を
防
止
す
る

●
林
道
飯
豊
檜
枝
岐
線
・
一
の
木
線
の
開
通

▲左から、唐橋さん、山﨑会長、岩崎さん、小林さん
　（澤井さん代理）

問問

問問

▲沼ノ平行政区における取り組み
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春の叙勲危険業務従事者叙勲

白井英男さん（70）
元喜多方市長
（東京都日野市）

髙田寅𠮷さん（80）
元農業委員会長
（豊川町）

鈴木源江さん（73）
駒形土地改良区理事長
（塩川町）

瓜生淸一さん（65）
元喜多方市消防団副団長
（熱塩加納町）

坂内邦男さん（61）
元自衛官
（岩月町）

旭日中綬章旭日単光章旭日単光章瑞宝単光章瑞宝双光章

白
井
さ
ん
は
、
平
成
１０
年
の
市
長
選
に

立
候
補
し
初
当
選
し
ま
し
た
。
三
期
１２
年

に
わ
た
り
喜
多
方
市
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

髙
田
さ
ん
は
昭
和
５０
年
か
ら
市
農
業

委
員
を
八
期
２４
年
に
わ
た
り
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
昭
和
６２
年
か
ら
は
四
期
に
わ
た
り

農
業
委
員
会
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
元
年
に
駒
形
土
地

改
良
区
に
入
り
、
平
成
１３
年
か
ら
理
事
長

を
務
め
ら
れ
現
在
三
期
目
で
す
。
塩
川
町

農
業
委
員
会
長
も
二
期
務
め
ら
れ
ま
し

た
。瓜

生
さ
ん
は
、
昭
和
４６
年
に
熱
塩
加

納
村
消
防
団
に
入
り
、
３８
年
間
喜
多
方

市
消
防
団
副
団
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

消
防
力
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

坂
内
さ
ん
は
、
昭
和
４６
年
に
陸
上
自

衛
隊
に
入
隊
し
、
平
成
１８
年
に
退
職
す
る

ま
で
郡
山
駐
屯
地
の
第
六
特
科
連
隊
第
一

大
隊
前
進
観
測
班
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

春の叙勲・危険業務従事者叙勲
「
春
の
叙
勲
」「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、本
市
で
は
、

５
人
の
方
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開
業
１
周
年
を
迎
え
た
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
や
東
京
屈
指
の
観
光
名

所
・
浅
草
寺
の
あ
る
浅
草
な
ど
、
見
ど

こ
ろ
盛
り
だ
く
さ
ん
の
東
京
下
町
へ
、

会
津
鉄
道
で
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引
事
業
】

夏
休
み
期
間
中
に
会
津
・
野
岩
鉄
道

を
利
用
す
る
際
の
運
賃
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

◆
対
象

小
学
生
の
子
ど
も
を
含
む
家

族
で
「
浅
草
往
復
列
車
た
び
き
っ
ぷ
」

を
利
用
す
る
場
合

◆
利
用
期
間

７
月
２０
日（
土
）〜
８
月

２５
日（
日
）

◆
助
成
額

大
人
１
人
に
つ
き
、
小
学

生
の
子
ど
も
１
人
分
の
運
賃
全
額

◆
利
用
定
員

小
学
生
の
子
ど
も
８０

人※
助
成
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
点

出
発
駅
ま
で
の
運
賃
、
東

武
鉄
道
の
特
急
料
金
、
個
室
料
金
は
除

き
ま
す
。
助
成
は
１
回
限
り
。
マ
イ
レ

ー
ル
化
推
進
事
業
や
団
体
割
引
と
の
併

用
不
可

◆
申
込
方
法

利
用
日
の
前
日
ま
で

に
、
会
津
鉄
道
の
有
人
駅（
西
若
松
駅

な
ど
）で
切
符
購
入
の
際
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
乗
車
当
日
に
ご
購
入
さ
れ
た
場
合
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
マ
イ
レ
ー
ル
化
推
進
事
業
】

グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
、
会
津
・
野
岩

鉄
道
を
利
用
す
る
際
の
運
賃
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

◆
対
象

４
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

◆
利
用
期
間

平
成
２６
年
３
月
３１
日

ま
で

◆
助
成
の
対
象
と
な
る
区
間

喜
多
方

駅
〜
浅
草
駅
区
間
・
新
宿
駅
区
間

◆
助
成
率

鉄
道
運
賃
の
１０
分
の
１
以

内※
助
成
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
点

フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引
事
業
と

の
併
用
不
可

◆
申
込
方
法

利
用
日
の
前
日
ま
で

に
、
会
津
鉄
道
の
有
人
駅（
西
若
松
駅

な
ど
）で
切
符
購
入
の
際
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
乗
車
当
日
に
ご
購
入
さ
れ
た
場
合
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。会

津
鉄
道
㈱

☎
０
２
４
２（
２８
）５
８
８
６

  

会
津
・
野
岩
鉄
道
利
用
時
の
助
成
制
度
の
ご
案
内

問問


